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北海道歌登町上徳志別から

デスモスチルスの

発見

山口昇一(北海道支所)

はじめに

デスモスチルスといえば地質学者はすぐに特徴のあ

る臼'歯一6～10本の円柱状の短い柱を束ねたような歯一

をそして新第三紀中頃に我が国を中心に北太平洋沿岸

地帯に棲息したが現在は類似する種さえ全く見られな

い特異恋哺乳動物を思い浮かべるが一般には中生代の

恐竜や第四紀のナウマン象･マンモス象に比べるとなじ

みの薄い動物である.しかしその歯だけは奇妙な

化石として地質学者以外の人々によって今まで日本各

地の多くの地点で発見され化石の研究者にもちこまれ

ている側カミ多い.

筆者はたまたま広域地質図｢枝幸｣の調査研究のた

め1977年9月上旬から中旬にかけて歌登町を訪れ徳

志別川流域を踏査する機会に恵まれた.9月13目上徳

志別付近を調査申徳志別川の河原に露出する合化石砂

岩層からテスモスチノレスの臼歯と頭骨の一部を発見した.

保存状況からみると全骨格が埋蔵されていても不思議

では在さそうである.この上徳志別地域からは以前に

国鉄美幸線のトンネル工事中にデスモスチルスの下顎骨

と臼歯が発見されている(1971年に発見され秋山ほか

1973により報告された).今回の発見地点はその産出

地点から直顕離にして約600㎜くらいの位置でほぼ同

一の層準から産出している.このように接近したとこ

ろから別個体の化石骨が発見された例はこれまでになく

この地域は群棲していたと推定されているテスモスチノレ

スの}墓場"といった感じさえありデスモスチルスの

生態を知るうえで好適な研究地である.発見された化

石骨の完全発掘とその研究はこれから専門家の手で進

められるがここではとりあえずその産出地点と産状の

概略を紹介したい.

2化石骨発見の経過と産状

徳志別川流域にはこの地方の新第三系を代表する地

層と言われるクチカラウシナイ層と志美字丹層とが分

布し海成層の部分も良く発達することが図幅調査に

よって明らかにされている(酒勾ほか1961)第1図参照.

以前からこれらの地層を観察し他地域の海成層と比

較してみたいもの'と思っていたのでこの機会を幸に

模式層の露頭をもとめて調査を進めていた.しかし

なかなかクチカラウシナイ層の好露出が粗く地元の人

からの聞き込みを頼りにことぶき橋付近を訪れたのは

9月13目の午後であった.ことぶき橋付近は左右両

岸ともに高さ2m前後の沖積段丘とみられる礫層が発達

恵志別ンニニ

1産出地点

北海道枝幸郡歌登町上徳志別徳志別川中流の河床

産出地点は歌登町市街の南東約17k㎜徳志別川にか

かることぶき橋下流左岸約160mの地点である.歌登

しぴうたん

市街からは東南東の志美字丹部落を経て徳志別川沿

に南下し約5kmでことぶき橋にいたる.橋の手前

が産地であってこの間は道友が通じ･車で約25分で達

することができる(5万分の1地形図｢乙患部｣参照).

･･一･1･㎞D1コ8

第1図デスモスチルス産出地点と付近釣鋤質図

(酒勾ほか1鵬脈ぶる)

1･2段丘堆穣物3オブン溝碧

4志叢字母鰯5徳志別集塊岩層

6タチ勿労ウ'シナイ層7目高累層群

8デスモスチ1レス産出地点�
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第2図ことぶき橋付近の露頭スケッチと地形の概略

(地形原図は北海道大学秋山雅彦助教授のご好意によるもの

でそれを簡略化した)

①デスモスチルス産出地点②安山岩質溶結凝灰岩

③軽石･古期岩魚礫を含む淘汰の悪い角礫質砂岩④亜炭薄層

を頻繁に挾在する⑤含異化石砂岩⑥軽石質凝灰岩

②安山岩質火山砕層岩

しわずかに川どこに露頭カミみとめられる程度であった

(写真1).ことぶき橋の下に以前I唄化石が沢山でた"

と聞いていたが残念ながら広く砂礫におおわれていて

露頭はかくされていた.橋の上流左岸には地層が連

続して露出しているがこれが期待に反して亜炭層な
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第1表

土徳志別付近のクチカラウシナ

イ層崖の貝化石
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(酒匂ほか1961による)

とを伴う非海成の粗粒堆積層であった.注かば諦めて

橋の下流側に50m｡ほど見を進めると貝殻化石の密集す

る砂岩層が大部分が流れに洗われながら延長約100m

にわたって露出している(第2図).産出する化石種の

構成は乙患部図幅によると留煎あるいは釧路地方に産

する峠下一厚内動物鮮と呼ばれる群集に比較されている.

殻の厚い貝が目立ち個体数の多いわりに種類が少校く

このような産状は留前地方の峠下層に良く似ている(第

1表).

この化石層を調べていくうちに貝殻化石と少し形の

違う四角張ったひときわ白い化石を発見した.無造

作に掘りおこしてみるとこれが2列に並んだデスモス

チルスの臼'歯の一部であった(写真2･3･4).さらに

擦鴛1㌫二言と息㌶㌫㌶

ているのを見づけた(あとでこれは下顎骨の顎の部分で

あることがわかった).これが獣のどの部分の骨である

かは露出部が小さいため全く削らずましてやデスモ

スチルス臼歯との関係はおよびもよらなかった.この

獣骨がデスモスチルスの頭骨であることを確認したのは

翌14目クリｰニングによって臼歯を出現させたことによ

ったのである(写真5･6･7･8).クチカラウシナイ

層からデスモスチルスの産出することは知っていたが

まさか自分が掘りあてるとは全く予想もしていなかった.

地質調査所で既に30年近くそれも主として薪第三系分

布地域を中心に地質調査をしてきたにもかかわらず大

写真1デスモスチルス化石骨を産出した付近の徳志別川人影のあ

る中州か産出地点�
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写真5河床に発見されたデスモスチルスの頭骨化石化石を含む部

分力凋囲よりやや硬く少し高まっている

伴う陸成相を堆積する湖盆となり次第に海

水が浸入して上部は内湾性の瀕海成相に移

行している.次いで再び火山活動は激しく

たり安山岩質の溶岩が厚くこの地域をおお

うに至っている.

瀕海性の堆積物を主として火山弊履岩や亜炭を含有す

る粗粒堆積物を伴っている.

徳志別集塊岩層は安山岩質溶結凝灰岩を伴う溶岩や'

火山角礫岩からなっていてその一部はクチカラウシナ

イ層と同時期のものといわれている.

また志美学丹層は鮮新世の滝川一本別動物群と呼ば

れる貝化石を産し凝灰質泥岩や砂岩から匁るクチカラ

ウシナイ層を不整合におおっている.

産出地点付近のクチカラウシナイ層を観察した結果で

はこの地域は目高累層群より構成されていた陸域に

まず大規模な火山活動が生じてこの地域にも溶結凝灰

岩が出現し次いで水位が上昇してきて蛆炭層などを

4デスモスチルスについて

デスモスチルス類については亀井･岡崎

(1975)によって解説的にまとめられている.

それにより簡単に紹介するとデスモスチル

ス(Desmostylus)とは臼歯の特徴からギリ

シア語のδεσμ69(des皿｡･=束)とστ血2oS

(sty]us=柱)に由来してMムR胴がカリフォ

ルニアの歯科医LG･Yム個sの採集した臼

歯の標本に対して1888年つまり明治21年に初

めて与えたものである.MA醐亘は最初

このような柱状の窟をもっている現生の動物

がジュゴン(海牛類)の伸聞であるところからデスモス

チルスを海牛目に所属させた.このときから分類学

上の位置が常に学者の間で問題となり長い論争の幕明

けとなった.明治35年(1902年)には日本で頭骨が発見

され徳永･岩崎(1914)がDesmosty1usjap㎝icusと

命名しこれをもとにO鯛0Nは海牛目あるいは長鼻

目のいずれかに属する新しいデスモスチルス科をもうけ

た｡その後も北太平洋沿岸の各地から新しい標本が発

見されことに昭和10年(1935)には樺太(サハリン)の

げとん

気屯から長尾巧博士らによって全骨格が発見されたが

分類学上の位置は学者によってさまざまで海牛目のほ

か多峯類および単口類(AB皿ユ922)あるいは岩狸

写真6手前が下顎骨上鵠が上敷浄で嘆合箇が飽醐こよってずれている

写真7下顎骨上顎骨目衡を真横から見たところ�
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類･重脚類･長鼻類などとともに亜蹄類翅目に含める

考えもあった(Ro亙醐,1933).いわば孤高の動物とも

いえ現在では哺乳類綱獣類亜綱真獣類下綱デス

モスチルス目デスモスチルス科に属するとして処理さ

れている.

デスモスチルス類は主として日本列島サハリン

カムチャッカ北米大陸西海岸など北太平洋沿岸各地の

海成新第三系から産出している.したがって棒大の気

竜で世界で初めて次いで2番目として岐阜県泉町(19

50年これはのちにパレオバラドキシアとされた)の骨

格が発見されるまでは海棲の動物と考えられていた.

しかし気屯や泉町の骨格に四肢が立派にあることか

ら水陸両方での生活ができた動物と考えられている.

今まで日本で発見されているデスモスチルス類はお

およそ第3図のようであるが圧倒的に東北日本に多い.

またその産出は新第三紀中新世申一後期の地層からが

最も多く比較的短い時間で絶滅してしまったと考えら

れている.

デスモスチルスの古生態は臼櫨の形態や産出層の層

相から現在のところ食植性の動物で海岸近くの草原

に櫨冨しカバのように水中生活もしながら汁液に富ん

だ根や小枝葉や芽を食べながら生活をしていたと推定

されている.北海道各地で知られている産出層もほと

んどカ糟海性汝いし瀕海性の堆積層でデスモスチルス

の古生態を裏付けている.

鶴デスモスチルス臼歯･切歯

息デスモスチルス臼歯･骨格

○パレオパラドキシア類

口
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第3図

デスモスチルスと

パレオバラドキシ

アの分布

(亀井･岡崎(1975)

に一部加筆)

1…気屯標本

2…上徳志別標本

および今回産

出した標本

3…戸狩標本

おわりに

地質調査の過程でこのような大型化石にめぐりあう

ことは極めて少ない.今回も採石業をいとなんでいる

地元の木村保夫氏が2年前から河床礫を採取したため

あらた狂露頭が露われそこを調査するという幸運に恵

まれて化石骨の発見にいたったのである.

発見後ただちに北海道支所に連絡するとともに･たま

たま地質巡検で近くを訪れた北海道大学の松井愈助教

授一行にも知らせ化石骨の産出状況を調べた.化石

骨は河床から露出しており融雪期の増水で破損する恐れ

のあることが指摘され早急に発掘することとなり9月

23目から25目の3目問にわたって緊急発掘がおこなわれ

た.化石骨は頭部のほか肋骨･肢骨なども確認され

全体骨格埋積の可能性が強くなった.しかし時間的和

制約もあって来年再び残り部分の化石骨を掘ることで

緊急発掘を終えた次第である.

本稿をまとめるにあたり北海道大学松井愈助教授か

らは現地ならびに室内において御教示をいただいた.

また現地調査では歌登町役場をはじめ松尾正義氏か･ら

協力を受けた.さらに室内作業で北海道支所の石田正

夫技官･矢島淳吉技官および熊谷な桂子技官からそれぞ

れの分野で協力を得た.以上の方がたに深く感謝の意

を表します.(昭和52年11月1日記)
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写真8上顎臼歯の拡大したところ�


